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高齢者の人権に係る課題  

３ 認知症の方も安心して暮らせるまちづくりの推進について 

 

概 

 

 

要 

認知症施策推進大綱を踏まえ、認知症の発症を遅らせ、また、認知症になり生活上の困難が生じた場合でも、重症化を予防しながら、

周囲や地域の理解と協力により、住み慣れたまちで自分らしく安心して暮らし続けることができる社会を目指し、取り組んでいます。

特に、認知症への偏見をへらし、認知症への理解を促すために、認知症オレンジLINEを通じて、認知症サポーターや認知症に関心のあ

る人に情報発信を行っています。さらに、認知症サポーターには、行方不明者の情報を発信し、見守りや捜索協力を依頼しています。

また、関係団体による認知症カフェの支援をはじめとしたネットワーク構築を行い、認知症の人を中心に認知症の人に寄り添う活動へ

の展開を目指しています。 

 

評価

視点 
A 取組状況や優れている点 B 問題点・課題 C 今後の展開 D この施策・事業の意見 
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担 
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【相談体制、家族支援】 

・福祉の総合相談窓口として「ほっとかん」で

は、認知症の方やご家族からの相談を受付

け、お悩みに寄り添い支援をしている。横須

賀にこっとパス等を用いて、適切に制度やサー

ビスにつなげられるよう努めている。 

・精神科医による月２回の相談応対、保健師な

どが電話･面接･訪問により随時相談に応じて

いる。 

・認知症の疑いのある在宅の市民を対象に、

認知症専門医の指導の下、保健師等の医療

職、社会福祉士をはじめとした福祉専門職２

名以上を構成メンバーから構成される認知症

初期集中支援チームが訪問し、観察・評価、

家族支援等の支援を包括的・集中的に行って

いる。概ね６カ月の支援期間に必要な医療・

サービスにつなげ、認知症の方も安心して在

宅で暮らせる環境づくりを支援している。 

 

・認知症の相談窓口の周知が不十分。横

須賀市高齢者福祉に関するアンケートに

おいて、相談窓口を知っていると答え

た人は31.1%。（地域福祉課） 

 

 

 

・早期に相談できるよう周知用チラシ

を認知症関係機関(医療・介護)に広く

配布し、相談窓口の認知度を高めてい

く。（地域福祉課） 

 

 

・総合相談窓口「ほっとかん」

では、様々なケースの個別相

談への対応がされていて、高

齢者の権利擁護の観点からも

良い運用がされている。（第

４回議事録Ｐ６） 

・相談先や適切な医療機関に関

する情報を支援の必要なご家

族、さらには若い世代に対し

ても一層周知を進めていった

ほうがよい。（第４回議事録

Ｐ６） 

 

 

 

事業評価シート 

・にこっとチーム追浜 

・にこっとチーム汐入 

・にこっとチーム久里浜 

・にこっとチーム秋谷 
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【施設における身体拘束】 

・虐待防止マニュアルでも示す通り、身体拘

束による弊害、身体拘束の具体例とともに

「緊急やむをえない場合」について切迫性、

非代替性、一時性を示しその際の対応方法を

示している。 

・身体拘束に限らず虐待防止ネットワークミー

ティングとして、特別養護老人ホーム、介護

老人保健施設、養護老人ホーム、軽費老人ホ

ームの各協議会等の代表と、警察、弁護士

会、司法書士会、医師会、行政などが参加

し、虐待に関わる情報共有を図っている。 

 

 

・介護職員の不足や認知症対応の困難

さ、転倒事故への不安などから施設で

身体拘束をなくしていくことの困難さ

がある。（地域福祉課） 

 

 

・関係機関と情報共有を図り、定期的

な研修を実施していくことで、緊急や

むをえない場合を除いて施設での身体

拘束がされることがないよう図ってい

く。（地域福祉課） 

 

 

 

 

 

 

・介護施設等でも最大限の努力

をしているものがあり、施設

で行っている虐待防止や身体

拘束の取組みに関する良い事

例を集め、市内の各施設で情

報共有を図るとよい。（第３

回議事録Ｐ８） 

【認知症予防、健康増進、生きがいづくり】 

・認知症予防教室参加者が、認知症予防だけで

なく、認知症への理解を深めることができる

よう、令和３年度に教室内容の見直しを実

施。（認知症予防教室に「認知症の理解」の

講義を追加） 

・年８コース実施（１コース５日間） 

・脳の健康度チェックを年２回実施 

・令和２年度までは認知症を予防することを目

的としていたが、「認知症は誰にでも起こりう

ること」であり、認知症の予防と理解を進め

ることを目的とした内容へと変更した。 

 

 

 

・「認知症施策推進大綱」においては、

予防と共生を共に進めることになって

いる。認知症予防への関心は高まって

いるが、「認知症共生社会」への関心

は、ある特定の方々にとどまっている

ため、今後、関心のない方々に働きか

ける取り組みを行う必要がある。（健

康増進課(R3健康長寿課)） 

 

・介護予防の取組みと重なる点が多い

ため、認知症予防だけでなく、介護予

防事業と併せた展開を行う。（健康増

進課(R3健康長寿課)） 

 

・健康増進や生きがいづくりに

関する教室も認知症予防につ

ながるものであることから、

各種教室の連携を深め、高齢

者でもわかりやすく受講しや

すくなるような仕組み、さら

には市内の事業所にも働きか

けて周知を行うことがよい。

（第４回議事録Ｐ７） 
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【認知症オレンジパートナーによる支援】 

・認知症への理解を促すために、認知症サポー

ター養成講座を実施し、さらに、認知症サポ

ーターがボランティアとして活動できるよう

な体制を構築している。 

 

・新型コロナウイルス感染症拡大の影響

で、認知症サポーター養成講座の実施

数が減少。（福祉総務課(R3健康長寿

課)） 

・認知症オレンジパートナーの活躍場所

が少ない。（福祉総務課(R3健康長寿

課)） 

 

 

・９月のアルツハイマー月間に合わせて、

パネル展示や講演会を実施し、認知症

への関心を促す取り組みを実施する。

（福祉総務課(R3健康長寿課)） 

・認知症オレンジパートナーの活躍す

る場及び、認知症カフェなどでオレン

ジパートナー募集の周知を図る。（福

祉総務課(R3健康長寿課)） 

 

 

 

・認知症の方も安心して生活で

きる街にしていくために、地

域での声掛けに関する取り組

みを進めていく必要がある。

（第３回議事録Ｐ７） 

・認知症オレンジパートナーの

経験や感想、地域での活動な

ど具体的な内容を示し広く知

ってもらうことで認知症への

関心を高めていくとよい。

（第４回議事録Ｐ９） 

 

 

【よこすかオレンジLINEによる情報発信】 

・令和２年９月から認知症への理解を促すため

に「よこすかオレンジLINE」による情報発信

を開始。 

・認知症オレンジパートナー登録説明会時

に、当事者家族のインタビュー動画を作成

し、活用。 

◎ 登録者数 (令和４年３月現在) 
認知症サポーター：1,505人 
認知症オレンジパートナー:85人 

◎ 配信数 
認知症コラム：12回（月１回） 
行方不明者情報：３回（令和２年度） 
行方不明者情報：６回（令和３年度） 
 
 
 
 

 

・横須賀市の公式LINEを利用していても

「よこすかオレンジLINE」は存在を知

られていない。登録者を今後どう増や

していくかが課題。（福祉総務課(R3健

康長寿課)） 

・認知症高齢者が行方不明になった際

に、活用できることを介護家族だけで

なく、ケアマネジャーにも周知をする

必要がある。（福祉総務課(R3健康長寿

課)） 

・様々な立場の人に、コラム作成を依頼

していく必要がある。（福祉総務課(R3

健康長寿課)） 

 

・認知症サポーター養成講座及び認知

症オレンジパートナー養成講座におい

て「よこすかオレンジLINE」の周知を

図る。（福祉総務課(R3健康長寿課)） 

・コラムの一般募集を実施する。（福

祉総務課(R3健康長寿課)） 

 

 

・「よこすかオレンジLINE」は

良い制度であり、地域の見守

りが必要とされるなかとても

有効な手段であることから、

工夫して周知を図る必要があ

る。(第１回議事録Ｐ３) 
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【当事者意見の施策への取り込み】 

・神奈川県が令和３年４月認知症オレンジ大

使を任命した。横須賀市では２名の方が任命

されている。現在、意見聴取や声を発信する

ことは行っているが、今後、施策に本人の声

を取り入れるために当事者の参画を検討する

必要がある。 

 

・認知症オレンジ大使への依頼が増え

ることにで、大使の方が、負担感を抱

かないような配慮が必要である。（福

祉総務課(R3健康長寿課)） 

 

・かながわオレンジ大使のコラムを「よ

こすかオレンジLINE」に配信する。

（福祉総務課(R3健康長寿課)） 

・認知症高齢者等支援連携会議への参

加について進める。（地域福祉課） 

・本人の声を会議に取り込むため、まずは

オレンジ大使に会議に参加していただき、

本人の声を施策に反映させられるよう取り

組む（地域福祉課）。 

 

・今後の展開のとおり進めてい

けたらよい 

【当事者の社会参加】 

・本人・家族等が参加できる「若年性認知症の

つどい」を年６回開催している。 

・令和２年度から若年性認知症支援コーディ

ネーターと協力して若年性認知症の本人ミー

ティングを開始。 

・認知症のご本人の状態に合わせて受けられ

る各種サービスをにこっとパスにより紹介し

ている。 

＊若年性認知症支援コーディネーター：平成30

年度より神奈川県に２人、令和３年度、４人

配置されている。 

・認知症の方も一緒に働くことができるデイサ

ービスが市内に１施設開設された。 

 

・若年性認知症の本人ミーティングは

広域で実施しているが、参加者が少な

い。対象者が少ないため、若年性認知

症支援コーディネーターと連携して個

別につないでいる。（福祉総務課(R3

健康長寿課)） 

・病状の変化があるため、本人の定期

的な参加は難しい。（福祉総務課(R3

健康長寿課)） 

 

・「若年性認知症のつどい」は継続し

て実施していく。（福祉総務課(R3健

康長寿課)） 

・若年性認知症の本人ミーティングの

実施場所や時間について検討してい

く。（福祉総務課(R3健康長寿課)） 

 

・人の役に立つといった感覚は

生きがいづくりにつながるも

のであるので、社会参加したい

という思いに応える働けるデ

イサービスが増えていくとよ

い。（第２回議事録Ｐ７、第４

回議事録Ｐ10） 

・初期の認知症と診断された方

の参加できる集まりが少なく

認知症の方の社会参加の機会

が少ない。（第３回書面照会） 

 

【周囲の理解高揚・情報共有】 

・認知症の家族の介護に関する情報交換や介護

の苦労・悩みなどを本音で語り合える場とし

て「認知症介護者の集い」を年６回開催して

いる。 

 

・新型コロナウイルス感染症の影響で

開催が中止となったり参加者が減少し

ている。（地域福祉課） 

 

・オンライン開催など実施方法を検討

していく。（地域福祉課） 

 

・今後の展開のとおり進めてい

けたらよい 
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【市の支援内容の周知】 

・認知症ケアパス、認知症お役立ちブックを作

成、配布している。 

 

・認知症の相談窓口の周知が不十分。

（横須賀市高齢者福祉に関するアンケ

ートにおいて、相談窓口を知っている

と答えた人は31.1%）（福祉総務課(R3

健康長寿課)） 

 

・認知症ケアパスの配布と合わせて、認

知症お役立ちブックを作成する。作成に

当たっては、認知症当事者の意見を取り

入れたり、職域の人を対象に生活上の課

題に合わせた内容にしたりすることで、

関心のない方々が関心を持つきっかけに

したい。また、若年性認知症を対象にし

た認知症お役立ちブックも作成する。

（福祉総務課(R3健康長寿課)） 

 

 

 

 

・ケアパスや認知症お役立ちブ

ックの普及や活用に向けて、こ

れまで以上に周知を行ったほ

うがよい。（第３回議事録Ｐ12） 

【周囲の理解高揚】 

・アルツハイマー月間に「オレンジ色を身に着

けよう」キャンペーンを実施。 

・北口掲示板、コースカベイサイドストアーズ

等でパネルを展示。 

 

 

 

 

・認知症に関心をもってもらうため、啓

発先を広げていく必要がある。（福祉

総務課(R3健康長寿課)） 

 

・現在、イベントが自粛となってお

り、非接触型のイベントを実施する。

（福祉総務課(R3健康長寿課)） 

 

・認知症は誰でもなりうること

であり、認知症になることがネ

ガティブなイメージにならない

周知・啓発を心がけていただき

たい。（第３回議事録Ｐ12） 
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【事業者との連携】 

・横須賀市医師会、エーザイ株式会社と「認知

症をみんなでささえるまちづくり協定」（平

成29年4月14日））。 

・神奈川歯科大学と「認知症トータルヘルス事

業連携協定」（令和３年３月11日）。 

 

 

・移動手段・交通安全等に関連する企

業と連携し、ネットワーク構築が進ん

でいない。（福祉総務課(R3健康長寿

課)） 

 

 

・「よこすかオレンジLINE」、「認知

症お役立ちブック」の周知、活用を通

して、民間企業との連携を図る。（福

祉総務課(R3健康長寿課)） 

 

 
・今後の展開のとおり進めてい

けたらよい 

【認知症高齢者支援連携会議の開催】 

・「認知症施策推進大綱」における「本人の

意見を重視した施策の展開」を目標とした認

知症高齢者支援連携会議を開催している。

（地域福祉課） 

 

・当事者本人の出席がないため、当事者

の声が取り入れられていない（地域福

祉課）。 

 

・認知症高齢者等支援連携会議への参

加について進める。 

・本人の声を会議に取り込むため、ま

ずはオレンジ大使に会議に参加してい

ただき、本人の声を施策に反映させら

れるよう取り組む（地域福祉課）。 

 

 
・今後の展開のとおり進めてい

けたらよい 

【行方不明時の対応】 

・にこっとSOSネットワークの構築 

（地域福祉課総合相談担当）。 

・認知症高齢者等が行方不明になったとき、行

政センターや地域包括支援センター等へ連絡

するとともに「よこすかオレンジLINE」によ

り認知症サポーターや認知症オレンジパート

ナーに捜索協力を依頼し、早期発見に努めて

いる。 

 
 
 
 

 

・「よこすかオレンジLINE」で行方不明

者情報を配信しているが、タイムラグ

がある。（地域福祉課） 

・多くの市民に周知し行方不明者を発見

するために、庁内で防災メールや防犯

メール利用などの横のつながりが必要。

（地域福祉課） 

・個人情報の保護については十分な配慮

が必要（地域福祉課）。 

 

・行方不明者の的確な聞き取りを行

い、早期発見を目指す。市役所組織内

での情報共有を進めていく。（令和４

年度から市職員の情報共有掲示板にて

周知を開始した。）（地域福祉課）。 

 
・認知症の方が行方不明となら

ないよう、町内会や自治会での

地域で見守っていく風土が必

要である。行方不明時には地域

との連携により早期発見に努

めるほか、市役所組織内でもさ

らなる連携により早期発見に

努めてほしい。（第３回議事録

Ｐ10、第４回議事録Ｐ11） 
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④ 

関 

係 

機 

関 

等 

と 

の 

連 

携 

 

 

 

【認知症カフェの支援】 

・認知症カフェ連絡会の開催。 

（市内の認知症カフェを対象に連絡会を開催

し、情報交換を実施） 

・認知症カフェに関する周知や立ち上げの相

談を行っている。認知症本人の居場所だけで

なく、介護家族が相談できる場にもなってい

る。 

 

・新型コロナウイルス感染拡大予防のた

め、中止となっている認知症カフェが

多い。（福祉総務課(R3健康長寿課)） 

 

・認知症カフェ連絡会は継続実施。

（福祉総務課(R3健康長寿課)） 

・「通いの場」が拡大する中で、認知

症カフェに特化した支援が適切か。地

域の中では自然な形で認知症の方を受

け入れている現状があり、横須賀市に

おける認知症カフェのあり方をこれか

ら考えていく必要がある。(第２回議

事録Ｐ４･福祉総務課(R3健康長寿課)) 

 

＊ 通いの場とは、月に１回以上の頻度

で、住民が主体的に取り組んでいる

人の集う場のうち、市町村が介護予

防に資すると判断したもの。 

 

 

 

 

・認知症カフェをはじめたいと

思っている方や既に運営して

いる方に対し、全国の工夫し

ているカフェの手法を紹介す

るなどしていただけると市内

の認知症カフェの発展につな

がる。（第４回議事録Ｐ14） 

・認知症カフェへの支援は必要

だと考える。そのために現在の

認知症カフェ等に対し、どのよ

うな支援方法があるか検討が必

要である。（第４回議事録Ｐ

14） 

 

【関係団体との連携】 

「認知症の人と家族の会」、「若年認知症の会

タンポポ」、「認知症フレンドリーよこすか」 

・若年性認知症の会(タンポポ)では、家族会や

認知症オレンジパートナーの協力のもと、参

加者を本人と家族に分け、家族の相談会を行

う時間も設けている。 

 

 

 

・様々なイベントなどを通じて、認知症

への関心を高めてもらう取り組みを関

係機関と一緒に行っていたが、新型コ

ロナウイルス感染症拡大の影響でイベ

ントが開催できず活動が鈍化してい

る。（福祉総務課(R3健康長寿課)） 

 

 

・事業連携は引き続き実施（福祉総務

課(R3健康長寿課)） 

 

・良い取組みを行っている。

（取組みの継続が望ましい） 
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⑤ 

研 

修 

【セミナー・講演会による理解増進】 

・認知症介護市民講演会を開催。 

・認知症予防講演会の開催。 

・多職種セミナーの開催（地域福祉課・地域

包括ケア担当）。 

・認知症サポーター養成講座の受講者に対

し、認知症オレンジパートナー養成講座の

受講を促し、さらに具体的な活動につなが

るよう支援している。 

・介護事業者を対象に虐待防止センター主催

で年３回、開催。 

 

≪令和３年度開催実績≫ 

・「⾼齢者虐待防⽌の基本」認知症介護研究･

研修仙台センター 吉川悠貴主任研究員 

・「弁護士による、介護現場における虐待の

予防と対策」 外岡潤弁護士 

・「身体拘束についてー認知症の対応の困難

さに注目してー」横須賀老人ホーム 佐野 

芳彦所長 

 
 

 

・認知症予防講演会等は関心が高く参

加者が多いが、関心の無い方々に対す

るアプローチが必要。（福祉総務課

(R3健康長寿課)） 

・講演会は感染対策上、人数制限があ

る。また、オンライン研修は、参加者

に更に偏りがある。（福祉総務課(R3

健康長寿課)） 

 

・高齢者にもオンライン研修に参加で

きるよう、他の講座等の機会を利用し

スマートフォンの操作方法を教示す

る。（福祉総務課(R3健康長寿課)） 

・広報だけでなく、ホームページや

「よこすかオレンジLINE」を活用して

周知に努める。（福祉総務課(R3健康

長寿課)） 

 
・今後の展開のとおり進めてい

けたらよい 

⑥ 

そ 

の 

他 

【更なる連携を図る仕組み「チームオレンジ」

の整備】 

・認知症施策推進大綱における「認知症バリア

フリーの推進」の中で、当事者・家族のニーズ

と認知症サポーターを中心とした支援をつな

ぐ仕組み「チームオレンジ」の整備が求められ、

検討を開始。 

 

 

・認知症サポーター、認知症オレンジパ

ートナー、キャラバンメイトは各々の

目的が異なり、理解しづらい状況であ

る。（福祉総務課(R3健康長寿課)） 

 

 

・横須賀市における「チームオレンジ」

の在り方について検討を進めていく。

（福祉総務課(R3健康長寿課)） 

 

 

・良い取組みを行っている。

（取組みの継続が望ましい） 

 


